

























































そう考えると 1980年頃の実態に基づいて描かれた図 1と図 2は，今も同じ状態にあると
は約束されていないことになる。
大西　拓一郎




























































































































































Abstract: Do dialectal distributions change over time? Dialects change, since they are 
languages. When a language change occurs in a dialect, it inevitably results in a change 
in dialectal distribution. It is thought that language changes diffuse gradually from the 
center to the periphery, but in fact, changes happen quickly and spread suddenly. On the 
other hand, language often does not change so easily. This is because of the nature of lan-
guage as a tool for communication. We approach the study of how dialects form, which 






主な著書・論文：『現代方言の世界』（朝倉書店，2008），Mapping the Japanese languages. （Language and space: An 
international handbook of linguistic variation: Language mapping.
  Mouton de Gruyter, 2010），「言語地理学的研究目標
是什魔？」（『語言教学与研究』151，2011）．
社会活動：日本方言研究会世話人．
基幹型共同研究プロジェクト「方言の形成過程解明のための全国方言調査」
プロジェクトリーダー　大西拓一郎（国立国語研究所　時空間変異研究系　教授）
プロジェクトの概要
日本語の方言分布がどのようにしてできたのかを明らかにすることを目的に，全国の方言
研究者が共同でデータを収集・共有しながら進める研究である。日本の方言学においては，
言語の地域差を詳細に調査し地図に描く言語地理学的手法に基づく研究を 50年以上前から
本格的に開始した。国立国語研究所が『日本言語地図』『方言文法全国地図』という全国地
図を刊行する一方，大学の研究室を中心に地域を対象とした詳細な地図が数多く作成されて
きた。そこで把握される方言の分布を説明する基本原理は，中心から分布が広がると考える
「方言周圏論」である。問題はその原理の検証が十分に行われてこなかった点にある。幸い
にして日本には長期にわたる方言分布研究の蓄積があり，現在の分布を明らかにすることで
時間を隔てた分布の変化が解明できると考えられる。具体データをもとに方言とその分布の
変化の解明に挑戦する，世界にも例のないダイナミックな研究を目指す。
